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春まきストックの品種と播種期について
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1　は　し　が　き

青森県の花き生産は．切花キク生産が主休であるが作用

拡大あるいは切花晶負の向上をはかるため，施設の利用が

増加しており，導入作目も多岐にわたっている，このうら

ストックは夏まき栽培が主体となっている。

寒冷地のストックについては，吉池3）の露地栽培で可能

な品種の選抜．柴田等2）の施設利用によるストックの周年

栽培についての報告があるが．本県の気象条件や施設利用

面においての有利な作型の検討が必要となっている。

前報l）で青森県における秋出しストックの品種と播種期

について報告した。本試験は昭和57年に無加温ハウスの前

作としての作型について．無分枝系の極早生品種を供試し．

播種期と採花期及び切花品質との関係を検討したので．そ

の結果を報告する。

2　試　験　方　法

川　供試品種

白色系：「先勝の雪」，．「安房の雪」

赤色系：「べに姫」．「相換紅」，「富士の輝」，

表2　採花期と収穫調査

「クリスマス・ローズ」

紫青色系：「クリスマス・ブルー」

（2）播任期・移憤期および定植期

表1のとおりである。

義1　播種期・移植期及び定植期（1982年）

耕 持　　 回 第 1 回 第 2 回 第 3 回

播　 種　 期 2 月 3 日 2 月 19 日 3 月 4 日

移　 植　 期 2 月20 日 3 月 9 日 3 月 17日

定　 枯　 期 3 月 29日 4 月 8 日 4 月 28日

二重 トンネル 3／29 ～ 4／13 4 ／8～4／22 －
注．育苗はハウストンネル（最低約10℃）

13）八重鑑別：子葉展開時に苗の棄却率50％で行なった。

（4）栽稽様式：ベット幅100m．株間12用．粂間12伽の8

粂植え

15）施肥量（吻／8）

基肥：堆肥200，苦土重焼燐12，苦土石灰20，Nl．

P2051，K201

3　結果及び考察

採花期と収穫調査の結果は表2及び図1のとおりである。

品　 種
播 種 期

（月 日 ）

採　 花 期

切 花 長

（（Ⅶ）

切 花 重

（タ）

規 格 （切 花 長 川 ）

切 花 数 八 重 咲 数
八 重 率

（％）姑

（月 日 ）

最 盛

（月 日 ）

終

（月 日 ）
6 0 以 上 4 5 ′） 60 4 5未 満

先 勝 の 雪

2 ． 3 5．14 5 ．18 5 ．28 47 ．7 5 7 ．2 1 6 7 3 4 1 0 2 7 2 7 0 ．6

2 ．19 5 ．24 6 ． 4 6 ．1 1 47 ．7 6 5 ．2 0 6 3 3 1 9 4 4 7 5 0 ．6

3 ． 4 6 ． 5 6 ． 9 6 ．28 3 5 ．3 2 9 ．5 0 6 8 2 8 8 5 0 5 6 ．8

安 房 の 雪

Z ． 3 5 ．1 1 5 ．20 6 ． 4 4 6 ．4 5 こ1．1 8 3 1 4 0 7 9 4 8 6 0 ．8

2 ，1 5 ，17 6 ． 4 6 ． 7 5 2 ．7 6 5 ．2 19 60 16 9 5 6 6 6 9 ．5

3 ， 4 5 ．3 1 6 ．1 1 6 ．2 8 4 4 ．2 4 2 ．1 1 3 4 3 9 7 4 4 9 6 6 ．2

ベ に　 姫

2 ． 3 5 ．17 5 ．20 6 ． 7 6 0 ．0 6 1 ．1 4 4 4 7 2 9 3 58 6 2 ．4

2 ．1 9 5 ．2 6 6 ． 7 6 ．1 1 6 5 ．2 7 1 ．1 84 2 1 5 1 10 84 7 6 ．4

3 ． 4 6 ． 7 6 ．1 1 6 ．2 8 5 3 ．4 50 ．8 18 7 9 10 10 7 7 3 6 8 ．2

相 模 紅

2 ． 3 5 ．17 5 ．2 4 6 ． 7 5 9 ．6 5 4 ．2 2 7 2 7 0 5 4 3 2 5 9．3

l r 1 す．‾ 5 ．26 5 ．2 8 6 ， 7 5 4 ．2 5 1 ．1 1 8 6 6 3 8 7 5 1 5 8 ．6

3 ． 4 6 ． 5 6 ． 8 6 ．2 4 4 4 ．5 3 2 ．6 1 2 7 3 1 59 4 0 6 7．8

富 士 の 輝

2 ． 3 5 ．14 5 ．18 6 ． 4 6 2 ．2 4 8 ．9 4 5 4 2 0 8 7 5 1 5 8 ．6

2．19 5 ．24 5 ．2 8 6 ． 9 6 0 ．9 4 8 ．2 5 4 4 7 1 10 2 5 9 5 7 ．8

「 「　 「 6 ． 5 6 ． 9 6 ．24 5 5 ．3 3 2 ．2 18 6 9 0 8 7 6 0 6 9 ．0

クリスマス
2． 3 5．1 1 5 ．17 5 ．3 1 50 ．9 4 9 ．0 14 3 9 1 7 70 4 3 6 1 ．4

「 「 lす．‾ 5　20 5　 26 6　 7 4 7 0 4 0 5 2 5 2 3 3 8 7 5 2 5 9 ．8
ロ　 ー　 ス 3： 4 5：3 1 6 ： 5 6 ：19 43 ：0 27 、6 0 1 9 5 0 6 9 3 8 5 5 ．1

クリスマス
2 ． 3 5 ．1 1 5 ．18 6 ． 4 5 5 ．4 58 ．8 3 8 5 5 9 1 0 2 70 6 8 ．6

2 19 5 1 7 6　 4 6 1 1 56 6 53 3 5 3 4 2 2 0 1 1 5 84 7 3 ．0
ブ　 ル　 ー ‾‾盲 上i ‾ 5 ：3 1 6 ：14 6 ：2 8

5 4 ．8
44 ：6 3 9 3 4 16 8 9 56 6 2 ．9

注．3′、ノ5輸開花の時採花
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標目

花

期5

円

播種期1 2　31　2　3　12　3　1　2　3　1　2　3　1　2　31　2　3

品　種　先勝の雪　安房の雪　ペに姫　　相模紅　富士の輝　クリスマスクリスマス

図1採花期（晶％以上採花した日）

（播種期：川2月3日，（2）2月19日．（3）3月4日）

採花期は一眼に．播種期が早いほど早い傾向であった。採

花最盛期（50％以上採花した日）は2月3日播種区では5

月17～24日，2月19日播撞区では5月26日～6月7日，3

月4日播種区では6月5～14日であった。

切花長は播種期が早いほど長くなる傾向であった。「ペ

に姫」，「富士の嘩」，「クリスマス・ブルー」はいずれ

の播種区とも53～62〝と良好であった。「先勝の雪」，「安

房の雪」，「相模紅」，「クリスマス・ローズ」は2月3

日と2月19日播種区では46～60mで十分な切花長であった

が，3月4日播種区では35～45（Ⅶとやや短かった。

切花重については．2月3日播種区及び2月19日播種区

が重く，3月4日播種区では．やや劣る傾向であった。「安

房の雪」，「ペに姫」，「クリスマス・ブルー」はいずれ・－

の播種区とも42～71㌢と良好であった。「先勝の雪」，「相

模紅」．「富士の坤」．「クリスマス・ローズ」は2月3日

と2月19日播種区では40～65才と艮かったが，3月4日播

種区では27～32gとやや劣った。

切花数については．「先勝の雪」，「べに姫」，「富士

の嘩」．「クリスマス・ブルー」は87～115本と多く，次

いで「安房の雪」，「クリスマス・ローズ」が69～95本・

「相模紅」は54～87本と少なかった。

八重率については，棄却率50％で八重率70％以上を示し

たのは「先勝の雪」の2月3日播種区と「べに姫」，「ク

リスマス・ブルー」の2月19日播種区であり，他の品種は

50～69％と低かった。

4　ま　　と　　め

無加温ハウスを利用した春まきストプクの品種と播種期

を検討した結果．播種適期は2月上へ中旬で，採光期は5

月中旬～6月上旬となる。採花期が6月中旬以降にずれ込

むと花持ち等で問題があるので6月上旬までの出荷が有利

と考えられる。品種は白色系では，「先勝の雪」，「安房

の雪」，有色系では「べに姫」．「富士の輝」，「クリス

マス・ローズ」，「クリスマス・ブルー」が有望と考えら

れる。八重率については棄却率50％でも十分でなく，なお

検討を要する。
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